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令和７年度 第２回 藤沢市立羽鳥中学校 学校運営協議会会議録 

開催日時 ２０２５（令和７）年７月９日（水）１３時３０分開会 

場所 藤沢市立羽鳥中学校 図書室 

No 氏名  出欠 

1 青木  茂道 青少年育成協力会会長 ○ 

2 小河 愛由美 三者連携・民生委員 ○ 

3 竹尾 友子 親鳥の会 欠 

4 越 美紀 つながる会 元副代表 ○ 

5 田口 英太郎 明治市民センター長 ○ 

6 窪田 園子 郷土づくり推進委員 ○ 

7 富田 務 元羽鳥中学校長 ○ 

8 秋田  典子 児童委員 ○ 

9 三觜 たか子 民生委員 ○ 

10 若林 理恵 藤沢市社会福祉協議会明治地区担当 CSW ○ 

11 市村 慶子 社会福祉法人いきいき福祉会ラポール城南 ○ 

12 伊藤 由紀子 元ＰＴＡ会長 ○ 

13 城戸 みゆき ＰＴＡ会長 ○ 

14 深津 礼子 本校校長 ○ 

15 溝尾 昌也 本校教頭 ○ 
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１． 開会 

青木会長挨拶 

２． 委嘱状等の交付 

深津校長より越委員に交付 

３． 校長より 

・部活動の夏の大会がはじまった（市総体）。暑さ指数によって公式戦も見送る

場合もあるが、おおむね順調に進んでいる。女子バスケットが優勝、男子バスケ

ットは３位と結果を収めた。 

・今週は暑さ指数により、外部活では練習を中止または屋内によるメニュー変更

等もある。 

・文化部も夏休みに発表等もあるので、現在準備を進めている。 

・１年生は、ジュニアライフセービング教室、飲酒喫煙防止教室を開いた。 

・２年生は、キャリア教育の一環として、職人さんによる講話を聞いた。 

・全校対象に SNS 関係の講演も行った。 

４． 青木会長より 

羽っぴールームについて 

・教室に入りづらい生徒のために用意した教室で、個のニーズに応じた学習を進

めている。この部屋に来る生徒へのサポートを是非委員のメンバーでもしていき

たいと考えている。 

深津校長より 

・教育委員会からお金がついている学習支援員等を活用し、現状水曜日以外の開

室となっている。午後２時間の開室にとどまっているのは、金銭面が主な原因で

ある。生徒数は４～５名程度来室している。 

・水曜日開室に向けて、青木会長と以前より調整を進めているところである。会

長にはこれまで、見学も行ってもらっている。 

市村委員より 

どんな活動をしているのか 

→担当の教員が課題を作成し、取り組んでいる生徒もいれば、学校から出された

課題（各教科）や自分で持ってきた課題に取り組んでいる生徒もいる。 

溝尾教頭より 

この部屋に来る目的は、この時間が生徒にとって自己肯定感が高まるものにつな

ることである。その積み重ねで、次のステップにつながることが大切だと認識し

ている。 

深津校長より 

この部屋以外にも、外部施設でも同様の対応を模索している。 

城戸委員より 

分からなくなったときは携帯を活用しているが、それも可能か？ 
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→臨機応変に対応していいと考えている。 

市村委員 

この部屋を利用した場合は、出席扱いになるのか 

→なる 

学習する課題は様々だが、どんな内容でも許されるのか 

→生徒のニーズに寄り添う形をとっている 

 

５．グループ協議 

青木会長より 

地域と学校が連携したイベントができないか、地域を巻き込んだ活動を進めて

いきたい。このテーマで協議を進めていきたい。羽鳥中の前をヒマワリ街道のよ

うにたくさんのヒマワリを咲かせたいと個人的には思っている。 

班ごと（３班程度）で協議を進めてほしい。 

富田委員 

班別協議をはじめる前に、現在の地域との取組について現状を知りたい 

→花の会による花壇の整備や親鳥の会による地域清掃等が挙げられる。 

→昔から続いているのは、清掃活動が中心 

 

Ａ班（小河委員、越委員、城戸委員、青木会長） 

・朝登校時の小学校への声かけ 

・地域ボランティアへの参加 

・文化祭への協議会メンバーの参加 

・清掃デーの企画 

・校庭の草取り、畑で野菜を作り、子ども食堂へ提供 

 

Ｂ班（田口委員、窪田委員、伊藤委員、市村委員） 

・部活動とサークルのコラボ 

・音楽活動を市民センターでどうか 

・朝ご飯の提供（地域の農家と協力） 

・防災、交通安全の講演会 

・学校でのキャンプ 

※先生たちは何で困っているかが一番大切ではないか、という話があった 
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Ｃ班（富田委員、秋田委員、三觜委員、若林委員） 

・環境美化活動を地域が主催する 

・学校の一角にカフェをつくる、夏休みの居場所作り 

・センターのサークルとの交流、ラポールとのふれあい 

・地域人材を活用した職業体験 

 

青木会長より 

・地域にどうこれらの企画を訴えていくかが大切である 

・「ありがとう」運動 地域のなにげない親切をどう表現するか 

 

６．その他 

・今年度の会議日程について（予定） 

第３回  ２０２５年１０月２２日（水）１３：３０ ～ 本校 図書室 

第４回  ２０２５年１２月１０日（水）１３：３０ ～ 本校 図書室 

第５回  ２０２６年 ２月２５日（水）１３：３０ ～ 本校 図書室 

 

閉会 

 


